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会
期
中
に
、条
例
案
６
件（
原
案
可
決
）、

補
正
予
算
案
３
件
（
原
案
可
決
）、
人
事

同
意
案
１
件
（
原
案
同
意
）、
報
告
２
件
、

処
分
案
等
３
件
（
原
案
可
決
、
認
定
）、

そ
の
他
２
件
、
請
願
・
陳
情
４
件
（
継
続

審
査
３
件
・
採
択
１
件
）
の
議
案
審
議
等

を
し
ま
し
た
。

●
大
竹
市
防
災
会
議
条
例
及
び
大
竹
市

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

Q　

防
災
会
議
委
員
の
定
員
を
20
名
か
ら

25
名
に
し
た
理
由
を
問
う
。

A　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い
、

委
員
に
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す
る
者
又

は
学
識
経
験
の
あ
る
者
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
委
員
の
実
員
が

20
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
25
名
以
内
と
し
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

Q　

実
際
の
震
災
時
に
は
、
更
衣
室
や
授

乳
の
場
所
な
ど
、
女
性
に
係
る
問
題
が
多

い
と
聞
く
。
防
災
会
議
委
員
に
は
女
性
の

登
用
を
ぜ
ひ
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
現

在
、女
性
の
委
員
は
何
名
い
る
の
か
問
う
。

A　

現
在
の
委
員
の
う
ち
女
性
は
１
名
で

あ
る
。
今
後
、
女
性
の
登
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
平
成
24
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

Q　

Ｊ
Ｒ
玖
波
駅
西
口
整
備
に
係
る
用
地

買
収
費
に
つ
い
て
、
事
業
の
背
景
を
含
め

問
う
。

A　

駅
広
場
及
び
駅
舎
建
築
部
の
用
地
買

収
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
結
果
、
支

障
物
件
の
補
償
額
が
提
示
さ
れ
、
用
地
買

収
の
契
約
が
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
必
要
な
額
が
５
，
１
０
０
万
円
余

で
あ
り
、
前
年
度
繰
越
額
を
引
い
た
不
足

額
６
１
０
万
円
に
つ
い
て
補
正
を
お
願
い

し
、
事
業
推
進
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
計
画
と
し
て
は
、
駅
広
場
整
備
、

駅
舎
の
整
備
、
接
続
道
路(

玖
波
36
号

線)

の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
地
買
収
・
設
計
・

工
事
に
必
要
な
額
と
し
て
、
現
時
点
で
約

３
億
３
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

駅
舎
部
分
及
び
接
続
道
路
の
用
地
買
収

は
平
成
25
年
度
に
、
工
事
は
全
て
26
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。

Q　

給
食
配
送
業
務
の
委
託
先
、
配
送
中

の
車
の
故
障
や
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
問
う
。

A　

業
者
の
選
定
に
関
し
て
は
、
選
考
委

員
会
で
募
集
要
項
等
を
協
議
し
、
９
月
中

に
は
募
集
を
開
始
し
た
い
。
ま
た
、
配
送

車
が
故
障
等
の
場
合
は
、
代
替
の
車
な
ど

委
託
業
者
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

Q　

福
祉
避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

A　

災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
支
援

対
策
の
一
環
と
し
て
、
一
般
の
避
難
所
で

は
避
難
生
活
が
で
き
な
い
障
が
い
者
や
高

齢
者
を
優
先
的
に
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難

所
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
度
は
、

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ゆ
う
あ
い
ホ
ー

ム
」
を
指
定
し
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
車

い
す
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
用
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
吸
引
機
等
の
諸
備
品
や
、

介
護
用
品
・
衛
生
用
品
等
の
消
耗
品
を
整

備
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

●
大
竹
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

※
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

●
平
成
23
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

Q　

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
必

要
な
調
査
、
診
断
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

A　

老
朽
化
し
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
む
。
小
島

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
、
処
理
場
内
汚
泥
処

理
棟
の
一
部
改
築
を
予
定
し
て
い
る
。

　
Q　

工
業
用
水
道
に
つ
い
て
も
上
下
水
道

と
同
様
に
将
来
計
画
を
策
定
し
て
い
る
か

問
う
。

A　

現
在
、
長
寿
命
化
計
画
等
は
策
定
し

て
い
な
い
。
今
後
工
業
用
水
道
全
体
の
経

営
状
況
を
見
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て

い
く
よ
う
に
な
る
。

●
大
竹
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

Q　

市
営
住
宅
ア
パ
ー
ト
は
現
在
年
１
回

の
入
居
で
あ
る
が
、指
定
管
理
者
移
行
で
、

入
居
の
機
会
が
増
え
る
の
か
問
う
。

A　

今
回
、
業
者
か
ら
の
提
案
事
項
で
入

居
の
回
数
を
複
数
回
に
し
て
は
ど
う
か
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
今
後
の
協
議
事
項

と
な
る
。　

Q　

管
理
戸
数
８
７
３
戸
に
対
し
て
、
以

前
の
説
明
で
は
戸
数
を
６
百
戸
程
度
に
減

ら
す
と
聞
い
て
い
る
。
指
定
管
理
費
と
の

整
合
性
、
ま
た
平
屋
建
て
解
体
後
の
戸
数

減
、
跡
地
管
理
を
問
う
。

A　

住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画
で
６
４
０
戸
に

減
少
さ
せ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
解
体
し

た
場
合
、
管
理
費
は
割
合
に
応
じ
て
減
額

す
る
。
こ
の
管
理
費
に
は
跡
地
管
理
も
含

ま
れ
て
お
り
、
必
要
な
場
合
、
点
検
、
除

草
を
実
施
す
る
。

●
平
成
24
年
度
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
平
成
24
年
度
大
竹
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
大
竹
市
営
住
宅
管
理
条
例
及
び
大
竹
市

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
資

金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

●
大
竹
市
営
住
宅
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

【
反
対
討
論
】

○
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
行
政
か

ら
民
間
へ
分
離
す
る
も
の
で
あ
り
、
入
居

者
個
人
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
体
制
が
現

在
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。サ
ー
ビ
ス
向
上
・

経
済
効
果
も
疑
わ
れ
る
委
託
だ
。」

○
「
今
ま
で
市
か
ら
仕
事
を
得
て
い
た
地

元
の
業
者
は
、
今
後
広
島
の
業
者
か
ら
受

注
す
る
こ
と
に
な
る
。
市
か
ら
離
れ
た
組

織
に
管
理
を
依
頼
す
る
の
で
な
く
地
元
業

者
主
導
で
考
え
て
も
ら
い
た
い
。」

【
賛
成
討
論
】

○
「
数
多
く
の
公
営
住
宅
の
管
理
実
績
が

あ
る
民
間
へ
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
民

間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
期
待
で
き
る
。」

○
「
基
本
協
定
を
締
結
す
る
上
で
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
、
事
務
手
続
き
で
の
公
平

性
・
公
開
性
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
効
率
化

な
ど
を
保
証
さ
れ
る
よ
う
規
定
上
に
盛
り

込
ん
で
い
た
だ
く
意
見
を
述
べ
て
賛
成
。」

平
成
24
年

第
３
回
市
議
会

（
定
例
会
）

会
期
９
月
４
日
～
14
日

総
務
文
教
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
　

原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
　

原
案
の
と
お
り
可
決

生
活
環
境
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
議
案

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
議
案

本会議へ

本会議へ

ゆうあいホーム

小方市営住宅

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
議
案
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９月定例会では、７人の議員が一般質問を

行いました。詳細については、12 月上旬

に本会議録が製本されますので、市のホー

ムページ、市役所情報公開コーナー、また

は、図書館でご覧ください。

一般質問

質
問
者
　
　
山
本
　
孝
三

　

危
険
視
さ
れ
る
オ
ス
プ
レ
イ
の

 

飛
行
訓
練
に
つ
い
て　

　

基
地
周
辺
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、

　

十
分
配
慮
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す

問　

岩
国
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
・

試
験
飛
行
に
つ
い
て
、
防
衛
省
か
ら
の
説

明
、
そ
し
て
、
市
長
と
し
て
の
対
応
を
伺

い
ま
す
。
危
険
な
訓
練
に
よ
る
市
民
の
不

安
払
拭
に
ど
う
対
処
さ
れ
ま
す
か
。

　

基
地
交
付
金
を
も
ら
っ
て
い
る
か
ら

と
、
な
し
崩
し
的
に
市
民
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

答　

中
国
四
国
防
衛
局
よ
り
適
宜
、
情
報

提
供
を
頂
く
中
で
、
基
地
周
辺
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
に
十
分
な
配
慮
を
頂

く
よ
う
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
防
は
国
の
専
管
事
項
で
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
し
っ
か
り
国
に
伝
え
る
役
割
を
果
た

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う　

　

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

�

設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す　

問　

こ
の
４
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
₂₁
．

７
％
値
上
げ
さ
れ
、
値
上
げ
の
理
由
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
₂₉
床
）・
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
の
増
設
、
ま
た
、
₂₄
時
間
体

制
の
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く

た
め
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
保
険
料
は
先

取
り
、
サ
ー
ビ
ス
は
無
し
な
の
で
し
ょ
う

か
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　

入
所
定
員
₂₉
人
以
下
の
「
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
事
業
者
公
募
の
結

果
、
複
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

審
査
を
行
い
、
９
月
中
旬
を
目
途
に
、
最

適
な
運
営
法
人
を
決
定
し
ま
す
。

　

₂₄
時
間
対
応
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
業
者
公

募
の
結
果
、
応
募
者
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、今
後
も
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

そ
の
他
の
質
問

● 

定
住
促
進
事
業
の
実
績
・
評
価
に
つ

い
て

質
問
者
　
　
細
川
　
雅
子

　

お
お
た
け
手
す
き
和
紙
に

�

更
な
る
行
政
支
援
の
必
要
性
は
？　

　

関
係
者
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す

問　
「
手
す
き
和
紙
の
里
」
は
、
県
内
数

少
な
い
体
験
型
の
施
設
で
す
。
現
在
で
は

「
お
お
た
け
手
す
き
和
紙
保
存
会
」
の
皆

様
に
よ
っ
て
技
術
の
伝
承
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
す
き
和
紙
の
今
後
の
あ
り
方
と
支

援
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
い
ま
す
。

答　

お
お
た
け
手
す
き
和
紙
に
関
わ
っ
て

い
る
、
お
お
た
け
手
す
き
和
紙
保
存
会
や

大
竹
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
の
方
々
と
観

光
や
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
と
し
て
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
有
効
活
用
で
き
る
の
か
協

議
す
る
場
を
設
け
、
市
と
し
て
の
支
援
策

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ

�

ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？　

　

今
後
も
先
進
事
例
に
学
ぶ
姿
勢
を

�

持
ち
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す　

問　

呉
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
レ
セ

プ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
き
め
細

か
な
保
健
指
導
を
行
い
、
医
療
費
の
適
正

化
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

本
市
も
同
様
に
取
り
組
ま
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
本
市
の
状
況
と
合
わ
せ

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

レ
セ
プ
ト
点
検
で
は
、
医
療
機
関
が

作
成
す
る
診
療
報
酬
明
細
書
を
全
件
点
検

し
、
診
療
報
酬
支
払
い
の
適
正
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
例
年
、
１
千
万
円
程
度
の
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」

の
配
布
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
大
竹
市
医
師

会
と
共
同
で
糖
尿
病
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
も
先
進
事
例
に
学
ぶ
姿
勢
を
持

ち
、
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
者
　
　
寺
岡
　
公
章

　

市
役
所
や
公
共
施
設
が

�

も
っ
と
明
る
く
な
り
ま
せ
ん
か　

　

費
用
面
を
考
慮
し
な
が
ら
工
夫
し
て

�

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す　

問　

本
市
の
庁
舎
や
出
先
機
関
、
公
共
施

設
に
は
、
一
部
を
除
い
て
暗
い
廊
下
、
閉

ざ
さ
れ
た
執
務
室
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。

　

節
電
の
取
り
組
み
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
構
造
上
、
来
客
者
を
認
知
し
に
く
い

た
め
に
先
に
声
掛
け
で
き
な
い
部
署
も
あ

り
、
本
市
行
政
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に

つ
な
が
る
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

主
に
は
照
度
や
挨
拶
と
い
う
視
点
か

ら
、
来
庁
者
、
施
設
利
用
者
が
気
分
よ
く

訪
れ
、
職
員
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
仕
事
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
ず
廊

下
と
執
務
室
の
間
に
あ
る
壁
や
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
払
う
な
ど
の
工
夫
を
提
案

し
ま
す
が
、い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答　

節
電
の
取
り
組
み
に
は
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
民
が
訪
れ
や

す
い
開
か
れ
た
職
場
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

　

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
明
る
い
雰
囲
気

の
正
面
玄
関
か
ら
入
り
や
す
い
よ
う
、
駐

車
場
及
び
駐
輪
場
を
整
備
し
た
ほ
か
、
市

民
課
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
を
試
験
的
に

従
来
よ
り
も
低
く
す
る
な
ど
、
来
客
の
多

い
２
階
フ
ロ
ア
ー
を
中
心
に
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
フ
ロ
ア
ー

に
つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
老
朽

化
し
た
設
備
の
改
修
を
優
先
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

廊
下
と
執
務
室
の
間
の
壁
の
撤
去
に
つ

い
て
は
、
冷
房
す
る
空
間
が
増
え
、
今
以

上
の
電
力
が
必
要
と
な
る
た
め
、
節
電
の

関
係
上
、
難
し
い
状
況
で
す
。

　

社
会
教
育
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

施
設
再
編
、
大
規
模
改
修
計
画
等
の
中
で

併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
当
面

は
、
接
客
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
満
足
度
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
費
用
面
を
総
合
的

に
検
討
し
、
経
費
の
か
か
ら
な
い
方
法
を

工
夫
し
て
、
市
役
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大竹伝統の手すき和紙を体験

のちにプロポーザル方式により決定された
特別養護老人ホーム建設予定地（後飯谷）

本庁内での開放的雰囲気のある２階の様子
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質
問
者
　
　
田
中
　
実
穂

　

歯
科
口
腔
保
健
の

�
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
は　

　

予
防
的
観
点
で
定
期
的
な

�

受
診
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す　

問　

昨
年
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
法
律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
歯
科
疾
患

の
予
防
に
向
け
て
国
や
地
方
公
共
団
体
、

歯
科
医
師
会
そ
し
て
国
民
に
も
責
務
を
課

し
、
早
期
発
見
治
療
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。
小
・
中
学
校
の
検
診
や
寝
た
き
り
高

齢
者
へ
の
訪
問
歯
科
診
療
事
業
が
あ
り
ま

す
が
、
一
般
社
会
人
に
は
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
法
律
に
基
づ
い
た
社
会
人
へ
の
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

成
人
に
対
す
る
事
業
は
、
国
保
被
保

険
者
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
断
事
業

や
、
市
広
報
を
通
じ
て
の
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
介
護
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
高
い
二
次
予
防
対
象
者
に
、

介
護
保
険
法
の
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、

通
所
型
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
教
育
の
実
施
を

　

作
成
中
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

�

防
災
教
育
に
役
立
て
て
い
き
た
い　

問　

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
尊
い
生

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
津
波
の
直
撃
に

遭
い
な
が
ら
小
・
中
学
校
全
員
が
生
命
を

守
っ
た
「
釜
石
の
奇
跡
」。
そ
こ
に
は
防
災

教
育
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
い
つ
か
来
る

日
の
た
め
是
非
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

防
災
教
育
は
地
震
な
ど
の
災
害
を
想

定
し
た
自
主
防
災
組
織
と
の
訓
練
の
実

施
、
ま
た
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
防
災
に

関
す
る
こ
と
な
ど
の
勉
強
会
も
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
地
震
や
津
波
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

そ
の
他
の
質
問

● 

街
灯
や
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

�

（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）化
を　

質
問
者
　
　
原
田
　
　
博

　

先
を
見
据
え
た
工
業
用
水
道
事
業
の

�

あ
り
か
た
を
問
う　

　

水
が
安
定
供
給
さ
れ
る

�

体
制
の
維
持
が
重
要
で
す　

問　

産
業
の
ま
ち
「
大
竹
」
の
発
展
の
た

め
に
も
、
将
来
に
亘
り
安
定
的
に
水
を
供

給
し
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
旧
第
１
期
工
業
用
水

道
施
設
は
、
施
設
の
竣
工
後
約
50
年
を
経

過
し
、今
後
の
安
定
供
給
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
施
設
の
改
築
更
新
、
耐
震
化
に
は
、

莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
加
え
て
、
平
成
24

年
度
末
に
終
了
す
る
日
量
４
千
㎥
の
受
水

契
約
の
延
長
は
期
待
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

更
に
は
、
工
業
用
水
道
事
業
経
費
削
減

の
限
界
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
実
行
さ
れ

ま
す
消
費
税
Ｕ
Ｐ
な
ど
、
資
金
繰
り
へ
の

影
響
を
含
め
、
今
後
の
工
業
用
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
工
業
用
水
配
水
能
力

の
あ
り
方
や
企
業
と
の
十
分
な
情
報
の
共

有
な
ど
工
業
振
興
に
向
け
た
対
応
が
必
要

で
す
。
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
問
い

ま
す
。

答　

現
在
の
工
業
用
水
道
事
業
を
と
り
ま

く
経
営
環
境
は
、
社
会
情
勢
や
産
業
構
造

の
変
化
に
よ
る
企
業
の
水
需
要
の
減
少
や

老
朽
化
し
た
旧
第
１
期
工
業
用
水
道
施
設

の
更
新
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
課
題
や

問
題
を
抱
え
た
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
「
工
業
の
振
興
」
と
「
公
営
企
業
の
経

済
性
」
と
い
う
相
反
す
る
目
標
を
達
成

し
、
企
業
と
の
共
生
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
水
が
安
定
供
給
さ
れ
る
体
制
を
維

持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
お
互
い
の
共
通

認
識
と
し
て
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
産
業
の
ま
ち
「
大
竹
市
」

の
発
展
の
た
め
、
今
後
も
企
業
の
発
展
に

協
力
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
工
業
用
水

に
つ
い
て
も
、
企
業
と
十
分
情
報
を
共
有

し
、
双
方
が
企
業
活
動
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
歩
み
寄
る
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
適

正
な
配
水
能
力
等
の
あ
り
方
も
含
め
て
、

こ
の
難
題
を
解
決
す
る
突
破
口
を
見
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
者
　
　
日
域
　
　
究

　

応
札
で
き
た
こ
と
が
不
思
議
で
す

　

様
々
な
条
件
を
総
合
的
に
判
断
し
、　

　

価
格
及
び
売
却
方
法
を
決
定
し
ま
し
た　

問　

市
民
の
財
産
で
あ
る
市
有
地
は
適
正

な
対
価
で
売
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
東
栄
の
埋
め
立
て
た
県
有
地
は

値
引
き
で
き
な
い
の
で
県
と
市
が
多
額
の

助
成
金
を
出
し
て
調
整
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
昨
年
末
の
大
願
寺
売
却
で
は
鑑
定
評

価
額
７
億
円
に
対
し
、
売
却
最
低
額
で
あ

る
予
定
価
格
は
３
億
３
千
３
百
万
円
余
。

し
か
も
、
適
正
な
対
価
な
し
に
売
る
場
合

の
議
会
の
承
認
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

予
定
価
格
の
決
定
過
程
を
示
す
文
書
を
情

報
公
開
制
度
を
使
っ
て
請
求
し
た
と
こ
ろ

「
不
存
在
」
と
の
回
答
。
い
っ
た
い
誰
が

ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
落
札
額
は
３
億
５
千
万
円
で
し

た
が
、
予
定
価
格
は
鑑
定
評
価
額
を
下
回

ら
な
い
と
言
う
、
こ
の
世
界
の
常
識
が
あ

る
中
で
、
半
額
以
下
の
予
定
価
格
を
決
め
、

そ
れ
を
公
表
せ
ず
に
公
募
を
行
え
ば
公
正

さ
を
欠
く
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　

大
願
寺
造
成
地
売
却
に
関
し
て
議
員

全
員
協
議
会
及
び
生
活
環
境
委
員
会
に
お

い
て
次
の
通
り
執
行
部
が
説
明
し
慎
重
に

審
議
い
た
だ
き
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
募
条
件
に
つ
い
て
は
、「
価
格
以
外

の
条
件
を
含
め
総
合
的
に
評
価
す
る
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
し
予
定
価
格
は
非
公
表

と
し
ま
し
た
。」
と
、
予
定
価
格
に
つ
い

て
は
「
地
価
は
下
落
傾
向
に
あ
り
、
事
業

の
折
り
返
し
点
で
あ
る
数
年
後
の
予
想
価

格
を
元
に
土
地
の
販
売
総
額
を
求
め
、
そ

の
価
格
か
ら
、
宅
地
開
発
の
諸
経
費
を
差

し
引
い
た
金
額
を
予
定
価
格
と
し
ま
し

た
。
こ
の
考
え
方
か
ら
現
在
の
不
動
産
鑑

定
士
の
鑑
定
価
格
で
あ
る
約
７
億
円
を
元

に
予
定
価
格
を
約
３
億
３
千
万
円
と
設
定

し
ま
し
た
。」
と
説
明
さ
せ
て
頂
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
予
定
価
格
設
定
で
は
、

前
回
の
公
募
を
行
っ
た
際
の
算
定
方
法
を

基
礎
と
し
、
同
様
の
考
え
方
で
簡
便
に
価

格
を
計
算
で
き
る
た
め
価
格
の
決
定
過
程

を
示
す
文
書
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
者
　
　
大
井
　
　
渉

　

文
化
振
興
事
業
団
と
宮
島
競
艇
職
員

�

の
身
分
に
つ
い
て　

　

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
必
要
が

�

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す　

問　

二
つ
の
組
織
が
、
も
し
合
併
・
解
散

な
ど
に
な
っ
た
と
き
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
、

不
安
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
、

効
率
的
に
も
精
神
的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
際
、
身
分
や
処
遇
を
明
確
に
し

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

財
団
法
人
大
竹
市
文
化
振
興
事
業
団

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
委
員
協

議
会
で
、
市
職
員
と
し
て
の
採
用
に
門
戸

を
開
く
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

宮
島
競
艇
施
行
組
合
が
、
仮
に
解
散
と

い
う
事
態
に
な
れ
ば
、
職
員
の
処
遇
に
つ

い
て
は
、
廿
日
市
市
と
よ
く
協
議
を
し
た

う
え
で
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
担
当
職
員
制
度
を

�

導
入
し
ま
せ
ん
か　

　

本
市
に
と
っ
て
本
当
に
有
効
な
も
の

�

か
研
究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す　

問　

第
五
次
総
合
計
画
で
も
、
中
心
的
事

業
で
あ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
に
も
、地
域
担
当
職
員
制
度
を
導
入
し
、

職
員
自
ら
が
地
域
の
生
の
声
を
聞
き
、
職

員
と
地
域
の
連
携
が
深
ま
る
こ
と
で
、
職

員
自
身
の
意
識
改
革
に
な
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。
全
国
で
も
多
く
の
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
や
る
気
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答　

職
員
は
こ
れ
ま
で
も
自
分
の
住
む
地

区
の
自
治
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
役
員

な
ど
を
務
め
、
主
体
的
に
地
区
の
行
事
に

も
参
加
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
、
地
域
担
当
職
員
制
度

を
、
急
い
で
つ
く
り
あ
げ
る
必
要
性
は
感

じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
市
に
と
っ
て
本
当

に
有
効
な
も
の
か
ど
う
か
研
究
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

虫歯はないかな

旧第２期工業用水取水塔（防鹿）

総合市民会館
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議
会
日
誌･

議
会
来
訪

第３回市議会(定例会)議案の審議結果表（主な議案）

議　案　な　ど
西
川
健
三

大
井　

渉

網
谷
芳
孝

藤
井　

馨

乃
美
晴
一

児
玉
朋
也

北
林　

隆

山
崎
年
一

細
川
雅
子

日
域　

究

上
野
克
己

寺
岡
公
章

原
田　

博

二
階
堂
博

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審
議
結
果

議案第47号 大竹市防災会議条例及び大竹市災害対策本部
条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ 原案可決

議案第50号 大竹市立学校設置条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第56号 平成24年度大竹市一般補正予算（第2号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認第3号 平成23年度大竹市工業用水道事業会計決算の
認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第49号 大竹市営住宅管理条例及び大竹市特定公共
賃貸住宅管理条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第53号 大竹市営住宅等の指定管理者の指定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第54号 平成23年度大竹市水道事業会計剰余金の
処分及び決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決
及び認定

議案第55号 平成23年度大竹市公共下水道事業会計
剰余金の処分及び決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決
及び認定

この表は本会議で採決のあと，本人の申告にもとづいて作成したものです。　―: 議長　○ : 賛成　●：賛成でない

８
月
１
日　
　

生
活
環
境
委
員
協
議
会

８
月
₂₀
日　
　

総
務
文
教
委
員
協
議
会

８
月
₂₃
日　
　

 

石
油
基
地
防
災
対
策
都
市

議
会
協
議
会
夏
季
実
行
運

動 

（
東
京
都
）

８
月
₂₇
日　
　

議
会
改
革
調
査
会

８
月
₂₈
日　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

８
月
₂₉
日　
　

 

北
秋
田
市
議
会
来
訪

（
行
政
評
価
に
つ
い
て
）

９
月
４
日　
　

本
会
議

９
月
６
日　
　

 

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
協
議
会

９
月
７
日　
　

生
活
環
境
委
員
会

９
月
₁₀
日　
　

 

岩
国
大
竹
道
路
対
策
特
別

委
員
会

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

９
月
₁₁
日　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

安
心
安
全
対
策
特
別
委
員
会

９
月
₁₄
日　
　

 

本
会
議

決
算
特
別
委
員
会

安
心
安
全
対
策
特
別
委
員
会

９
月
₂₀
日　
　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

９
月
₂₁
日　
　

 

決
算
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
会

９
月
₂₆
日　
　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

９
月
₂₈
日　
　

決
算
特
別
委
員
会

₁₀
月
２
日
～
４
日

　
　
　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

₁₀
月
₁₀
日　
　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

₁₀
月
₁₂
日　
　

 

議
員
研
修

（
地
域
資
源
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
）

議
員
全
員
協
議
会

総
務
文
教
委
員
協
議
会

₁₀
月
₁₆
日　
　

 

広
島
県
市
議
会
議
長
会

臨
時
会
（
江
田
島
市
）

₁₀
月
₁₇
日　
　

 

ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

₁₀
月
₁₉
日　
　

宮
島
競
艇
施
行
組
合
定
例
会

₁₀
月
₂₄
日　
　

 

議
会
改
革
調
査
会

生
活
環
境
委
員
協
議
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

議員研修会の様子（大竹市役所）
講師　大原一郎氏（フードプロデューサー）
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（切り取り）

【
生
活
環
境
委
員
会
付
託
】

●
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

�

‐
採
択
‐

請
願
者

す
べ
て
の
肝
炎
患
者
の
救
済
を
求
め
る 

広

島
の
会 

代
表　

堀
田
靖
憲
氏

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

●
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
に

関
す
る
意
見
書
を
求
め
る
陳
情

�

‐
継
続
審
査
‐

陳
情
者 

築
地
孝
弘
氏　

外
１
団
体

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
主
体
的

に
読
み
解
い
て
必
要
な
情
報
を
引
き
出

し
、そ
の
真
偽
を
見
抜
き
、活
用
す
る
能
力

の
こ
と
」で
す
。メ
デ
ィ
ア
に
は
、公
的
機

関
や
雑
誌
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、口
コ
ミ
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
情
報
が

氾
濫
す
る
現
代
社
会
で
、情
報
の
整
理
や

分
析
評
価
を
、他
の
情
報
に
頼
る
と
い
う

こ
と
に
陥
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
情
報
を
受
け
取
る

側
と
し
て
は
、発
信
さ
れ
た
情
報
を
受
け

取
る
際
、「
そ
の
情
報
は
信
頼
で
き
る
か
」、

ど
の
よ
う
な
偏
り
が
あ
る
か
、そ
の
情
報

を
発
信
し
た
側
に
は
、ど
の
よ
う
な
意
図
・

目
的
で
情
報
を
流
し
た
か
な
ど
を
考
え
、

情
報
を
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、市
民
の
皆

さ
ん
に
、「
市
議
会
だ
よ
り
」を
広
く
読
ん
で

頂
け
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

情
報
を
発
信
す
る
側
と
し
て
は
、公
正

性
、透
明
性
そ
し
て
信
頼
性
の
確
保
に
十

分
留
意
し
、市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。

広
報
広
聴
特
別
委
員

乃
美
　
晴
一
　
　
　
児
玉
　
朋
也

網
谷
　
芳
孝
　
　
　
藤
井
　
　
馨

北
林
　
　
隆
　
　
　
山
崎
　
年
一

日
域
　
　
究

料金受取人払郵便

差出有効期間 
平成 24 年 12 月
31 日まで
（切手不要）

大竹郵便局承認

６３９

7 3 9 0 6 9 0

【受取人】

大竹市小方 1 丁目 11 番 1 号

大竹市議会事務局　行

意　見　書
１ ．肝炎対策基本法をもとに，必要な法整備，予算化をすすめ，全患

者の救済策を実施すること。
２ ．肝炎治療薬，検査費用，通院費への助成をはじめ，肝炎治療費へ

の公的支援制度を確立するとともに，肝炎対策基本法が定めた肝硬
変・肝がん患者への支援策を進め , 医原病のＢ型・Ｃ型肝炎による肝
硬変，肝がん患者に広く障害者手帳が交付できるようにすること。

３ ．インターフェロン治療が副作用などのため受けられない方が行っ
ている治療の自己負担を原則無料にする助成制度を創設すること。 

４ ．Ｂ型・Ｃ型肝炎の治療体制・治療環境の整備，治療薬・治療法の開発，
治験の迅速化などをはかること。

５ ．肝炎ウイルスの未検査者，ウイルス陽性者の未治療者の実態を調
査し , 早期発見・早期治療につなげる施策を講じるとともに，ウイル
ス性肝炎への偏見差別の解消，薬害の根絶をはかること。

６ ．「薬害肝炎救済特措法」による救済の枠組みを広げ，カルテ以外の
記録，医師らの証明，患者・遺族の記憶・証言などをもとに，特定
血液製剤による感染の可能性のある薬害Ｃ型肝炎患者を広く救済す
るとともに，同特措法の期限延長をはかること。

７ ．集団予防接種が原因とされるＢ型肝炎患者の救済策を講ずること。
８ ．医原病であるＢ型・Ｃ型肝炎の患者・死亡者に一時金もしくは健

康管理手当などを支給する法制度を確立すること。

提出先：国会、政府

郵　便　は　が　き
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（切り取り）

市
議
会
だ
よ
り
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

発
行
・
平
成
24
年
11
月
1
日　

大
竹
市
議
会　

広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
11
―
1　
　
　

℡　

0
8
2
7
―
5
9
―
2
1
8
3

質　問　項　目
問１�．おおたけ「市議会だより」を読んでいますか。

①読んでいる　　②時々読んでいる　　　③ほとんど読んでいない　　④初めて読んだ

問２�．問１で③または④に回答された方に伺います。読んでいない理由は何ですか。（複数回答可）
①時間がない　　②議会に興味がない　　③内容がわからない　　④読みにくい

問３�．８月号から紙面をリニューアルしましたが，どの様に感じましたか。
①よくなった　　②悪くなった　　　　　③よくわからない

問４�．｢市議会だより｣から市議会で議論された内容がどの程度ご理解いただけますか。�
①よくわかる　　②ある程度わかる　　　③ほとんどわからない

問５�．｢ 市議会だより ｣で関心のある記事は何ですか。（複数回答可）�
①本会議・委員会　②一般質問　③議決結果　④なし　⑤その他（　　　　）

問６．�どのような記事があれば読んで
みたいと思いますか。（自由記述）

問７．�ご意見・ご要望を自由に�
お書き下さい。

＊おおたけ「市議会だより」アンケートのお願い＊

問１　①　　②　　③　　④
問２　①　　②　　③　　④
問３　①　　②　　③
問４　①　　②　　③
問５　①　　②　　③　　④　　
　　　⑤（　　　　　　　　　　　　　　）

問６　どのような記事があれば読んでみたいと思いますか

問７　ご意見ご要望をお書き下さい

●あなたの性別は　①男　②女
●あなたの年齢は　（　　　才）
� ＊ご協力ありがとうございました＊

広報広聴特別委員会では、皆様に読んでいただけるよう、8月号から紙面をリニューアルしました。さら
に読みやすくするためアンケートを実施することにいたします。お手数ですが、ぜひご協力をお願いします。

回　答　方　法
◆はがきの場合
　�右のはがきを切り取り、切手を貼らず
に投函してください

◆ファックスの場合
　�このページを切り取り、ハガキ欄に
記入後、大竹市議会宛て（５７－
７１１０）に送ってください

◆Ｅメールの場合
　�大竹市ホームページに回答書を掲載し
ています。（トップページの新着情報）�
gikai@city.otake.hiroshima.jp
へ送付ください。

締切　平成24年11月12日（月）

おおたけ「市議会だより」アンケート回答用はがき
� FAX:57-7110

該当する番号を○で囲んでください


